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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成29年2月1日に提出した第52期第3四半期（自 平成28年10月1日　至 平成28年12月31日）の四半期報告書の記載事

項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するものです。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第4　経理の状況

1　四半期連結財務諸表

注記事項

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

(セグメント情報等)

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線で示しています。
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第一部【企業情報】

第4【経理の状況】

1【四半期連結財務諸表】

【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　　(訂正前)

連結の範囲の重要な変更

当第1四半期連結会計期間より、新規設立に伴い2社、持分取得に伴い3社を新たに連結の範囲に含めています。

当第2四半期連結会計期間より、新規設立に伴い1社を新たに連結の範囲に含めています。

当第3四半期連結会計期間より、株式取得に伴いASG Group Limitedほか8社を新たに連結の範囲に含めています。

 

　　(訂正後)

連結の範囲の重要な変更

当第1四半期連結会計期間より、新規設立に伴い2社、持分取得に伴い3社を新たに連結の範囲に含めています。

当第2四半期連結会計期間より、新規設立に伴い1社を新たに連結の範囲に含めています。

当第3四半期連結会計期間より、株式取得に伴いASG Group Limitedほか6社を新たに連結の範囲に含めています。

 

(セグメント情報等)

　　(訂正前)

(省略)

2. 報告セグメントごとの資産に関する情報

(子会社の取得による資産の著しい増加)

ASG Group Limited及びその子会社8社を連結子会社としたことに伴い、報告セグメントの資産が増加しています。

当該事象による当第3四半期連結会計期間の資産の増加額は、コンサルティングセグメントにおいて11,219百万円、

産業ＩＴソリューションセグメントにおいて22,439百万円です。

 

3. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(のれんの金額の重要な変動)

ASG Group Limited及びその子会社8社を連結子会社としたことに伴い、のれんの金額に重要な変動が生じていま

す。当該事象による当第3四半期連結会計期間ののれんの増加額は、コンサルティングセグメントにおいて8,725百万

円、産業ＩＴソリューションセグメントにおいて17,450百万円です。

 

　　(訂正後)

(省略)

2. 報告セグメントごとの資産に関する情報

(子会社の取得による資産の著しい増加)

ASG Group Limited及びその子会社6社を連結子会社としたことに伴い、報告セグメントの資産が増加しています。

当該事象による当第3四半期連結会計期間の資産の増加額は、コンサルティングセグメントにおいて11,219百万円、

産業ＩＴソリューションセグメントにおいて22,439百万円です。

 

3. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(のれんの金額の重要な変動)

ASG Group Limited及びその子会社6社を連結子会社としたことに伴い、のれんの金額に重要な変動が生じていま

す。当該事象による当第3四半期連結会計期間ののれんの増加額は、コンサルティングセグメントにおいて8,725百万

円、産業ＩＴソリューションセグメントにおいて17,450百万円です。
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